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9 月 18 日は、「敬老の日」です。また 9 月 15 日から９月 21 日までの 1 週間は「老人週間」と 

なっています。本号ではこの機会を捉え、「高齢者」に関するお薦めＤＶＤを紹介します。また、他に
も「子供」、「性自認、性的指向」に関する以下のお薦めＤＶＤも紹介します。授業や校内研修で御活
用いただくことで、内容のより一層の充実が期待できます。 

是非、この機会に幼稚園、学校、区市町村教育委員会、その他の事業所等で、実態に応じた活用を
御検討ください。皆様方からの御連絡を心よりお待ち申し上げております。 
※人権教育プログラム（学校教育編）の 21 ページには、「人権に関わるカレンダー 令和 5 年度」が掲載されています。 
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【人権課題：高齢者】 永遠の記憶－認知症を知る－     ＜30 分＞ 

  ☆ 

 ☆ 〈内容〉認知症の症状を分かりやすく表現し、立場や環境が違う人に対して、
思いやる心をもつことの大切さを学んでもらうために制作されたドラマ教材
です。 

こ 59 

【人権課題：高齢者】 ここから歩き始める         ＜34 分＞ 

  ☆ ☆ ☆ 〈内容〉「認知症を共に生きる」をテーマに、高齢者問題について、人の幸せ
と尊厳を守るという人権の視点から捉えます。認知症の親のいる主人公とそ
の家族の中で繰り広げられる介護をめぐる葛藤ときずなの紡ぎなおしを描く
ことで、高齢者が人間として誇りをもって生きていく上で大切なことについ
て、家族や地域の視点を通して考えるきっかけとなるドラマ教材です。 
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10 

【人権課題：子供】 虹のきずな                       ＜32 分＞ 

☆ ☆ 

   〈内容〉差別に対する「傍観者」あるいは「無関心」という立場に焦点を当て
た作品です。様々な問題を自分の問題として引き寄せて考えること、人と人
とがしっかりとコミュニケーションを取ること、お互いを一人の人として認
めること、自立した考えや行動を取ることなどの大切さを訴えるアニメーシ
ョン教材です。 

い 112 

【人権課題：子供】 いのちと向き合うがんを学ぼう 

②がんと通して《命》を考える                      ＜25 分＞ 

 
 

☆ ☆ ☆ ☆ 

〈内容〉小児がん当事者とその家族の声を聞き、児童・生徒に「いのち」につ
いての問いを投げかける作品となっています。 

こ 71 

【人権課題：性自認、性的指向】 

これが私の生きる道 仲岡 しゅん           ＜30 分＞ 

  ☆  ☆ ☆ 

〈内容〉男性の戸籍をもちながら女性弁護士としてテレビやラジオ、さらに
年間 100 回を超える講演で全国を飛び回る主人公が、自身の体験を裏付け
に、「みんなちがって、みんないい。」の本質を詳細に解説した作品です。 

１ お薦めＤＶＤ等の紹介 

人権教育資料センターのトップページはこちらから！→ 



東京都教職員研修センター 研修部 教育開発課人権教育担当 
（住 所）  〒113-0033 文京区本郷１－３－３ 
（電 話）  ０３－５８０２－０３０６（直通） 
（web ページ）https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/08ojt/jinken/index.html 

 
 

 
 

 
 
 

  

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 
 

ＤＶＤ等の視聴覚教材の貸出は電子メールにて受け付けます。 
詳しくは、以下の URL により御手続きください。 
 
（借用書のダウンロード） 
https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/08ojt/jinken/files/jinken-syakuyousyo.xls 
 
（貸出・返却の詳細） 

  https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/08ojt/jinken/flow.html 

 

 

令和５年８月 31 日（木）時点で、今年度の DVD 教材の貸出本数は 180 本でした。７・８月

は、中学校、高等学校での授業活用等を目的とした貸出が 33 本ありました。 

以下に利用者から寄せられた感想や授業等での活用場面を紹介します。 

２ 人権教育資料センターＤＶＤ教材貸出状況（令和 5 年８月 31 日現在） 

３ 人権教育プログラムの活用について

４ 貸出・返却の手続きについて 

 

令和４年度に新たに購入したＤＶＤ教材 

一覧は、右の二次元コードで確認するこ 

とができます。 

人権教育資料センターの御案内（行き

方）は、左の二次元コードで確認でき

ます。 

 

【人権課題：同和問題、アイヌの人々、HIV 感染者・ハンセン病患者等】「そのドア自動で開きますか？」 

感想：マジョリティという立場から新たな視点をもち、人権を考えることができた。また、人権課題に対し

て知らないことが多いので、まずは知ることから始めていきたい。活用場面：小学校での校内研修 

【人権課題：高齢者】「『やさしく』の意味～おばあちゃんは認知症だった～」 

感想：涙を浮かべる生徒もおり、とても真剣に視聴していた。活用場面：地域包括支援センターの出前授業 

      

【人権課題：子供】「いじめはゼッタイわるい！」 

感想：「いじめ」が悪いことであることを認識し、日常生活における友達への 

言い方や伝え方について考えることができた。 

活用場面：授業「特別活動」（ふれあい月間におけるいじめ防止教育） 

 

 

人権教育プログラム（学校教育編）の145ページには、人権課題「同和問題」に関わるQ＆A
を掲載しています。社会科等において人権課題「同和問題」を取り上げる際は、「差別された
人々」がいたことだけを指導するのではなく、皮革産業や医学の発展に寄与していたことなどを
併せて指導し、差別されてきた人々の優れた技術や役割が社会や文化を支えていたことを理解さ
せることが大切です。146ページの「具体的に、どのようなことを踏まえて指導すればよいので
しょうか。」もぜひ御活用ください。 

https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/08ojt/jinken/flow.html

